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今年の夏の猛暑は観測史上最高でした！　 そんなａＳの中、 地底探Ｒへ行つてきましたヨ！

ｊ也上では体ＺをＳえるような暑さでも、地底はＲと １３てし力喩りません．

かつて世界有数の産出回を誇りきｉ日本の経済を支えたｊ限の産地と、 Ｓ出港を繋ぐ日本丿直産

ｒ銀の馬車き』を学ぶためのぼ史講座で訪れましたが、究極の逝り跚体験となりました． 池上か

らわずかのｒ離に別世界が存在することの不Ｓ議にＳＲしました．

’たヽ おむ讐感４滷黯ザ
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平成フ年 １月 １７ 日火曜日午前５時４６分５ ２秒にｌｌ生した巨大地Ｓにより、 災害関連を含め

て６ 千名をＳえる人命が奪われた阪神淡路大震災から ３０ 年が経過しました。次世代を担う子ども達に

とってだれてはならないき去の教訓であり、 今後確実に経験する事になるであろう南海トラフ巨大地震への

備えをしっかりと持つためにわんぱく塾では防災教育にも力を入れて取り組んでいます。

近年、少子化のｊ影響もあってわんぱく塾の参加者が減少していますが、違う学校であったりまう年齢の子

どもたちが、 体験型学習を通じて一緒に楽しい時間を３ごす経験ができる貴重な事業であります。 今後とも

南あわじ市の誇る生ミ。学習事業として続けてまいります。

南あわじ市では『学ぶ楽しさ日本一』を目ｔに掲げて教育環境の充実に取り組んでいます。

わんぱく塾での学びは地域社会における学ぶ機会の創出であり、今後は子ども達を１１又り巻く地心の皆様方

にも参画して頂き、未来を担う子ども達の成Ｒを支えて頂ければ幸いと存じます。

わんぱく塾実行委ａＳ　ｊｌ上Ｓ之
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｜ｒ学ぶ楽しさ日本一』とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
『学ぶ楽しさ』はヽある物事に回昧を持ち、自力でヨペたりヽ 上手な人を見習゜た　１
り、 周りの人と一緒に切磋琢磨したりといった、 何かに『没頭』することから始まりま　、

す。 その中で『で発見Ｊがあり『感動』が生まれ、それを繰り返しながら、 知識を得て、 自　Ｊ
らが進歩していく方法を習得していさます。　　　　　　　　　　　　　　　　　１
子どもも大人も年齢にかかわらず、 何かを楽しんで身に着けていく経験を重ねること　Ｓ
で生きがいに繋げていくとともにこうした経験がまちづくりにＳかされ、さらに多くのｔ　ｊ
びの場に繋がる好循環を！ＩＥみ出すような環境を地域社会や学ａで整え、 市全

４水でｊ芯Ｓしていくことが、 本市の『学ぶｊ§しさ日本一』を目１回す教育です。　　　　１
ａ　 ４　　　　 －　　　 －　　　 Ｓ　　　 ４　　　 ４　 ａ　　　 ａ　　　 ａ　　　 ａ　 ａ　　　 ａ　　　 ａ　　　４

１１１１１１　１１１１１１　１１１１１１　Ｉｌｌ！Ｉ
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□
「わんぱく塾」をＩＭ）」９く厳しいＳ・！

□

わんぱく塾の主な開催時期 はノＪＸ学校のｔイ氷みです。 最近の夏休みは、 さまざまな環境変化でいろいろと活動がｓ
制限されていました。 今度は異常な猛暑が待ち受け、 淡ａ島が熱帯地域の島国になったような状況です。そのため
に、 亙年は屋内で実施できる事業に限定していました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
それでも 、じっちゃんの名 にかけて ！では無くて、わんぱくの名にかけて今年からはアウ トドア事業と料五哩作り事業を　Ｘ

肖開してみました。わんぱくｔ伝説のアトラクション指聶者である 「えのちゃん」が復活してくれたことも有り、キャンプファ
イヤーを ３年ぶりに開催しました。 開始時刻をきらせて多少涼しくなる夕方から始めました。 イヒＥホリダーも夕方開’、
ミ始です。神河［ＨＪ交流事業では、涼しい地底探検を織り交ぜての開催。 パン作りやケーキ作りは参加者数を制Ｓしｉ
て開催するなど、 厳しい環境に対応すぺく工夫を凝らして実施しました。

年４子どもの数が少なくなっていて、青少年事業への参加者も減ってさていますが、 来年度は今年以上にわんぱ
く体９ができるような楽しい事業を計画していきます。海やＪ ＩＩ やＬχ。」などのアウ トドアフィールドを使った自然体験遊びこＪ
そがわんぱく塾の真骨ｍであり、学ぶ楽しさ 日本一を目指す一つの取り組みとして続けていきますので、来年も期待

してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　・
に＿」

わんぱく塾事務局 ワン パーク大ＥＥ

発行者： わんぱく塾事務局 南あわじ市生涯学習推ま室
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